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ＳＩＰ４Ｄ-ＤＤＳ：災害動態解析機能
リアルタイムでリスクを可視化 
一歩先の状況判断を支援

災害動態とは

　「災害動態」…聞き慣れない言葉だと思います。それ
もそのはずで、今から6年ほど前に私たちが創りだした
言葉です。一言で説明するなら、時々刻々と変化する災
害の様相（ありさま）のことです。大雨をもたらす雨雲
の動きや、地震の震度などはテレビやスマホで知ること
ができるのに、なぜ「災害動態」という難しい言葉を使
う必要があるのか、不思議に思われるかもしれません。
それには理由があります。
　例えば、気象庁の降水ナウキャストは5分ごとに現在
雨が降っている場所を教えてくれます。では、ナウキャ
ストの画面で赤く示されている場所で浸水被害や土砂災
害が起きているかというと、それは分かりません。言う
までもなく大雨は気象現象の一つですが、大雨が降って
いるという状態だけでは災害とは呼びません。大雨が浸
水や土砂崩落を引き起こし、私たちに危害を及ぼすよう
になった時に災害と呼ぶのです。つまり、自然現象が人
間の生活領域に危害を及ぼすことが「災害（自然災害）」
です。
　私たちは、自然現象を観測したデータ（自然動態）と、
人間の生活や社会の状態を表すデータ（社会動態）を組
み合わせて解析することで、災害の「今」を表すことが
できないかと考えました。これが「災害動態解析」の考
え方です。

災害に「一歩先んじる」ために

　図1は、「大雨警報（浸水害）の危険度分布・洪水警報
の危険度分布統合版キキクル」（以下、浸水・洪水統合
版キキクル）が警戒レベル4以上を示したメッシュ（約
1km四方の区域）内に含まれるおおよその住家棟数を、

町字単位で推計した結果を地図に表したものです。浸
水・洪水統合版キキクルは、流域雨量指数や表面雨量指
数などの降雨状況から計算される指数を用いて警戒レベ
ルを算出したもので、警戒レベル4以上とは「浸水や洪
水の被害が発生する恐れが高まっている」ことを示しま
す。従って、この図が示しているのは「浸水や洪水の被
害が発生するかもしれないリスク」にさらされている住
家のおおよその数（以下、曝露住家棟数）です。この図
は2025年8月8日午前2時ごろの鹿児島県霧島市国分中
央周辺を表示したものですが、実際にこの地域で浸水被
害が発生していたことは、NHKニュース等の情報によ
り確認されています。

　降雨状況は時々刻々と変化するため、浸水・洪水統合
版キキクルは10分ごとに更新されます。従って曝露住
家棟数も一度計算するだけでは不十分で、常に計算し続
けなければなりません。また浸水被害がどこで発生する
かを予想することは困難なため、地域を絞って計算する
方法ではなく、全国をくまなく対象としなければなりま
せん。約1km四方の区画（国の定める『標準地域3次メッ
シュ』）は全国で約38万個ありますので、1日に何度もこ

図 1　SIP4D-DDSによる災害動態解析結果

特集　SIP4D Next Stage -災害対応力最大化への挑戦-

8 NIED NEWS　防災科研ニュース　2025　No.231



のような災害動態解析を行うには、コンピュータの力が
不可欠です。
　さらに、この図の例では浸水・洪水統合版キキクルを
使用していますが、「土砂災害が発生するかもしれない
リスク」について曝露住家棟数を推計する場合は「大雨
警報（土砂災害）の危険度分布」（以下、土砂キキクル）
を使用しなければなりません。また、住家棟数ではなく
人口や世帯数を推計することが必要な場合もあります。
解析に用いるデータが変わるたびに専用のプログラムを
開発していては、効率が悪く、解析結果が出るまで時間
を要してしまいます。
　そこで私たちは、SIP4D※からさまざまな自然動態デー
タと社会動態データを取り込み、災害発生の有無にかか
わらず常に解析を継続できるシステムを開発してきました。
このシステムを「 SIP4D -DDS (Disaster Dynamics 
Synthesis)」と呼んでいます。

SIP4D-DDSの仕組み

　SIP4D-DDSは、SIP4Dが取得しているさまざまな自
然／社会動態データを時系列の地理空間データ（時空間
データ）として蓄積する「災害動態データベース（DDS-
DB）」、動態データが更新されると自動的に何種類もの
動態解析シナリオを自動的に実行し、災害動態情報プロ
ダクツを生成する「災害動態シンセサイザ（DDS-SY）」、

図版中の背景地図は地理院タイルを使用しています。 
https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

※ SIP4D：基盤的防災情報流通ネットワーク

図2　SIP4D-DDSの仕組み

生成された災害動態情報プロダクツをユーザの視点に合
わせて「見える化」する「災害動態ビジュアライザ

（DDS-VI）」という三つのサブシステムが協調しなが
ら災害動態解析を行うシステムです（図2）。
  SIP4D-DDSの特徴は、主に次の3点です。
1．�自然×社会の組み合わせで自然災害の「今」を解

析する。
2．�全国をくまなく、24時間365日解析を継続するこ

とで災害リスクの見逃しを防ぐ。
3．�災害対応者の要望に応じて、解析シナリオや表示

画面を容易かつ短期間で作成できる。
　どこで／いつ／自然災害が発生するかを正確に予
測することは非常に困難です。その一方で、災害に
つながる事象のデータを、さまざまなセンサを総動
員して捉える仕組み（SIP4D-Sens）の開発も進んで
います。こうした時々刻々と集まるデータをリアル
タイムで解析し続けることで「災害が起こってもおか
しくない状況」を見逃さず、災害に一歩先んじた対策
を支援することを目指して、これからも研究開発を
続けていきます。

※SIP4Dは防災科研の登録商標です

9NIED NEWS　防災科研ニュース　2025　No.231


